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特養改修

発達障害

酒さ
か
い井

郁い
く
ろ
う郎 

議
員

三み

わ輪
な
お
子こ 

議
員

議
員　
発
達
障
害
の
あ
る
子
供
の
診
断

に
係
る
医
療
機
関
で
の
受
診
状
況
は
。

福
祉
部
長　
市
内
２
カ
所
を
含
む
近
隣

医
療
機
関
の
初
診
ま
で
の
待
機
期
間
は

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
で
３
カ
月
、
そ
の

他
、
最
も
長
く
て
６
カ
月
、
紹
介
状
も

予
約
も
必
要
な
い
医
療
機
関
も
あ
る
。

議
員　
就
学
前
の
幼
児
に
対
す
る
早
期

支
援
の
取
り
組
み
は
。

福
祉
部
長　
発
達
障
害
の
可
能
性
が
高

い
と
判
断
し
た
場
合
、
母
子
保
健
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
地
区
担
当
保
健
師
等

が
発
達
相
談
を
行
い
、
お
子
さ
ん
の
特

徴
に
応
じ
た
関
わ
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

議
員　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
戸
田・

ほ
ほ
え
み
の
郷
」
は
築
22
年
で
大
規
模

修
繕
を
控
え
、
15
億
か
ら
20
億
円
以
上

の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
。「
居※

な
が
ら

修
繕
」
を
軸
に
検
討
し
て
い
る
が
、
騒

音
・
振
動
・
ほ
こ
り
、
安
全
性
な
ど
入

居
者
へ
の
悪
影
響
が
心
配
。
代
替
施
設

を
利
用
す
れ
ば
費
用
・
工
期
も
圧
縮
さ

れ
る
。
ま
た
、
現
施
設
は
特
殊
な
形
状

の
５
階
建
て
で
問
題
が
多
く
、
死
角
が

多
く
事
故
対
応
が
困
難
、
食
堂
ま
で
の

導
線
が
と
り
づ
ら
く
移
動
に
時
間
が
か

か
る
、
天
井
が
高
く
東
西
南
北
に
広
く

冷
暖
房
効
率
が
悪
い
、
通
常
の
施
設
よ

り
も
人
件
費
が
か
か
る
等
、
指
摘
さ
れ

る
。
建
て
替
え
費
用
は
約
20
億
円
の
想

定
、
修
繕
と
大
差
な
い
。
こ
れ
ら
の
方

法
も
検
討
を
。

福
祉
部
長　
修
繕
の
方
向
性
を
、
今
年

度
中
を
目
途
に
決
定
す
る
。

を
行
う
。
ま
た
、
専
門
医
の
紹
介
や
就

学
相
談
に
つ
な
げ
て
い
る
。

議
員　
保
育
所
に
お
け
る
行
動
観
察
は

早
期
発
見
、
早
期
支
援
に
つ
な
が
る
。

現
況
を
伺
う
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
観
察
の
上
で
、

心
配
が
あ
る
場
合
、
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
す
な
ろ
学
園
」
の
巡
回
相

談
を
依
頼
し
、
専
門
的
立
場
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
。

議
員　
市
内
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る

「
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
関
す
る
研
修
を
受
け
た
教
師
が
講

師
と
な
り
、「
子
育
て
学
習
会
」
を
市

内
７
校
で
実
施
。
教
師
の
指
導
力
向
上

に
つ
な
が
り
、
保
護
者
か
ら
は
、
多
数

の
感
謝
の
声
が
届
い
て
い
る
。
今
後
も

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
を
し
て
い
く
。

議
員　
学
校
プ
ー
ル
を
廃
止
し
外
部
の

公
共
プ
ー
ル
、
民
間
プ
ー
ル
を
活
用
す

る
こ
と
で
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
と
プ
ー

ル
授
業
の
改
善
を
両
立
す
る
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
戸
田
市
で
も
検
討
を
。

教
育
部
長　
実
施
で
き
る
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
小
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
一

人
一
台
体
制
実
現
と
有
効
活
用
を
。

Ａ　
総
合
的
に
勘
案
し
進
め
て
い
く
。

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
授
業
改
善
を

診
断
に
係
る
医
療
機
関
で
の
受
診
状
況
は

費
用
、
工
期
の
圧
縮
を

初
診
ま
で
の
待
機
期
間
は
３
～
６
カ
月

方
向
性
を
今
年
度
中
を
目
途
に
決
定

▲上から見た「戸田・ほほえみの郷」の形状

▼ペアレントトレーニングの様子

そ
の
他
の
質
問

※居ながら修繕…入居者を代替施設に移さず修繕工事を行うこと。

議
員　
シ
ニ
ア
の
ス
マ
ホ
利
用
率
は
６

割
を
超
え
、
電
子
政
府
化
や
電
子
決
済
、

ネ
ッ
ト
詐
欺
等
、
高
齢
者
等
の
情
報
格

差
が
拡
大
。
民
間
と
連
携
し
た
ス
マ
ホ

教
室
な
ど
対
策
を
。

総
務
部
長　
公
民
連
携
の
活
用
も
一
つ

の
方
法
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
等
を
確
認
し
、

必
要
性
が
あ
れ
ば
実
施
可
能
。

議
員　
国
内
ユ
ー
ザ
ー
８
千
万
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
は
本
年
５
月
に
自
治
体
向
け
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
の
無
償
提
供
開
始
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ぷ
り

等
の
情
報
集
約
化
や
相
談
窓
口
等
さ
ま

ざ
ま
な
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
検
討
を
。

総
務
部
長　
行
政
の
活
用
を
研
究
す
る
。

多剤・残薬対策

矢や
ざ
わ
 
は
る
か

澤
青
河 

議
員

議
員　
治
療
中
の
高
齢
者
の
約
６
割
が

６
種
以
上
の
多
剤
服
用
を
し
て
い
る
実

態
を
国
が
報
告
。
残
薬
は
年
間
約
４
７

５
億
円
と
も
言
わ
れ
、
副
作
用
や
医
療

費
の
無
駄
、
症
状
悪
化
に
つ
な
が
る
。

他
市
で
は
節
薬
バ
ッ
グ
等
の
多
剤
や
残

薬
解
消
を
推
進
。
戸
田
市
の
対
策
は
。

福
祉
部
長　
国
保
で
は
、
重
複
服
薬
の

方
に
相
談
や
指
導
を
実
施
。
県
広
域
連

合
や
市
薬
剤
師
会
で
は
、
注
意
喚
起
や

か
か
り
つ
け
薬
局
、
お
薬
手
帳
を
推
進
。

議
員　
多
剤
・
残
薬
問
題
は
ま
だ
ま
だ

知
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
な
る
周
知
を
。

福
祉
部
長　
指
導
に
加
え
、「
こ
く
ほ
の
し

お
り
」掲
載
な
ど
適
正
服
薬
を
推
進
。

治
療
中
の
高
齢
者
の
約
６
割
が
多
剤
服
用
。
対
策
は

国
保
で
は
相
談
や
指
導
を
実
施

◀福岡市の LINE 公式アカウント

シ
ニ
ア
等
へ
の
ス
マ
ホ
支
援
を

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
自
治
体
行
政
を

戸田市議会では、より開かれた議会を目指し、議会改革特別委員会を中心に議論を重ねて
います。その１つの成果として、令和元年９月より、政務活動費に係る各会派の収支報告書と
領収書を、議会ホームページで公開することになりました。

政務活動費については、各会派の費目ごとの支出状況を公開するなど、これまでも透明性の
確保に努めてきたところですが、その取り組みをさらに進めるため、平成２９年より議論を開始
し、今回の公開に至ったものです。

現在、公開しているのは、平成３０年度分の収支報告書と領収書になります。
今後は、毎年９月頃に前年度分の収支報告書と領収書を公開していく予定です。

今後も、開かれた議会を目指して、取り組みを進めていきます。

政
務
活
動
費
と
は

9月より政務活動費の領収書を公開！

戸田市議会では、地方自治法の規定ならびに戸田
市議会政務活動費の交付に関する条例等に基づき、
戸田市議会議員の調査研究に資するため必要な経費
の一部として政務活動費を交付しています。

なお、交付額は、各会派に対し、月額４万円に当
該会派の所属議員の数を乗じて得た額となります。
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ＱＲコードから閲覧できます▶︎


